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（220）
　正戦はラテン語 “bellum iustum” の訳語であり、「正しい戦争」を意味する。
その思想は古代ギリシアにおいてすでに芽生えていた。思弁に長じたギリシア
人は、ペルシア戦争やペロポネソス戦争など世界史に名の残る激戦を遍歴し、






















（ 2 ）　キケロの正戦論が集中的に表れた著作は、『義務について』 1 巻と 3 巻、泉井久之助訳（岩波































の第 2 部から由来する。また、マルク・ブロックも『封建社会』 1 巻 2 部 1 章、新村猛・森岡敬
一郎・神沢栄三・大高順雄訳（三陽社、1973年）において、12世紀を境に封建社会を 2 つの時期
に分けた。

























































（ 5 ）　中世のローマ法学者の戦争観念について、Frederick H. Russell, The Just War in the Middle Ages 
（Cambridge University Press, 1997）, pp. 40⊖54。



















































れ、もう 1 人の名は「グラティアヌス」であった（ 7 ）。もしこのグラティアヌス
が例の教令集の作者と同一人物であれば、ゴイゾ枢機卿に協力したこの事件は





（ 7 ）　この記録に関する記述は Noonan, op. cit., p. 29* にある。


























（ 8 ）　Stephan Kuttner, “Research on Gratian: Acta and agenda”, Proceedings of the Seventh International Con-
gress of Medieval Canon Law （Monumenta iuris canonici, Subsidia 8; Città del Vaticano 1988）, pp. 3 ⊖26.
（ 9 ）　Noonan, op. cit., pp. 5 *⊖13*
（10）　ibid., pp.27*⊖28*




























（11）　Anders Winroth, The Making of Gratian’s Decretum （Cambridge University Press, 2000）, pp.122⊖145











新しい法文を付け加えたりもした。ある 1 人の書いたものを、別の 1 人が少し
ばかり修正したり補足したりすることもあったかもしれない。それがウィン







































































































に、『三部集録（Collectio trium partium または Tripartita）』、『教令集（Decretum 
17 Partes または Decretum）』、『概観（Panormia libri または Panormia）』をまと
め上げた。『三部集録』は教父、教皇及び教会会議決議の年代記的記録で、次


























論について――Decretum Gratiani, Pars II; Causa XXIII に関する若干の考察」、『法生活と文明史』（未
来社、2003年）の註73を参考した。
（16）　伊藤前掲、第 2 節。










































弟子とされる人物パウカ・パレア（Pauca Palea または Paucapalae）の名前だと












































（18）　Russell, op. cit., p. 55





















































































――国際法学説史研究」第 1 節、『法政研究』26巻 2 号（1959）、123⊖145頁、及び、渕（2003）、
第 1 節。
130 中世キリスト教徒による正しい暴力行使（ 1 ）〔周　圓〕
（201）
























もそも法律事件23において、“bellum” と “militare” といった戦争を直接に表す
（22）　「君主」、「仲間」、「不正な侵害」、「報復」など重要な用語の意味が不明確であると指摘したのは、
Russell, op. cit., pp. 65⊖67




























（23）　十字軍に関するグラティアヌスの沈黙について、Russell, op. cit., p. 83


















































り寛大に許されなければならない（Quod mali sint tollerandi a bonis）」という題
名が付けられ、カノンの中の第 1 文は「あなたは善人なのだから、悪人を寛大
（24）　古代の異端については、今野國雄『ヨーロッパ中世の心』（日本放送出版協会、1997年）、第 2
章第 1 節、グラティアヌスの時代までの中世の異端については、H. グルントマン著、今野國雄
訳『中世異端史』（創文社、1974年）、第 2 章から第 5 章。
（25）　C. VII, Q. I, d.p.c.48: “Hinc etiam Augustinus: ʻTu bonus tollera malum etc.ʼ infra, de tollerandis malis, 
in prima causa hereticorum.” 「異端者の法律事件」という言い方に関しては、渕前掲、註 8 。
134 中世キリスト教徒による正しい暴力行使（ 1 ）〔周　圓〕
（197）




















（27）　CAUSA XXIV, GRATIANUS: “Quidam episcopus in heresim lapsus aliquos de sacerdotibus suis offitio 
priuauit, et sentencia excommunicationis notauit. Post mortem de heresy accusatus dampnatur, et sequaces 
eius cum omni familia sua. （Qu. I.） Hinc primum queritur, an lapsus in heresim possit aliquos offitio pri-
uare, uel sentencia notare? （Qu. II.） Secundo, an post mortem aliquis posit excommunicari? （Qu. III.） 
Tertio, an pro peccato alicuius tota familia sit excommunicanda?” なお、本稿において、教令集からの
引用はすべて Decretum Magistri Gratiani, Aemilius Friedberg （instruxit）, Corpus Iuris Canonici （Lipsiae, 
1879）に基づく。

























（28）　渕（2003）註11において紹介された、Workkonkordanz zum Decretum Gratiani, 第 2 巻、D-G のデー
タを元に作成。
（29）　グラティアヌスの教令集におけるシモニア異端について、John Gilchrist, Canon Law in the Age 
of Reform, 11th⊖12th Centuries, IV.
136 中世キリスト教徒による正しい暴力行使（ 1 ）〔周　圓〕
（195）
（30）　教会の物理的強制権という側面に注目したのは、Stanley Chodorow, Christian Political Theory and 
Church Politics in the Mid-Twelfth Century, The Ecclesiology of Gratian’s Decretum （University of 











































































































































（33）　Russell, op. cit., pp. 72⊖85, 及び、伊藤（1959）、第 3 節などは、グラティアヌスの見解では、教
会が世俗的権利を保有するが、自ら行使しない、と考える。
（34）　伊藤（1959）、第 4 節。






















142 中世キリスト教徒による正しい暴力行使（ 1 ）〔周　圓〕
（189）
